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第1章

事前準備
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1.1
DIAPIの
インストール
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1.1 DIAPIのインストール
・ xpiをインストールしたサーバにDIAPI(32bit)をインストールします。

※必ず、SBOサーバにインストールされているDIAPIと同じバージョンのDIAPIをインストールします。
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1.1 DIAPIのインストール
・ setup.exeをダブルクリックし、インストーラを起動します。

SLDサーバの接続情報を入力し「Next」ボタンを押します。
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1.1 DIAPIのインストール
・ Setup Typeで「Typical」を選択し「Next」ボタンを押します。

7



All Rights Reserved, Copyright(C) Magic Software Japan K.K. 2019

1.1 DIAPIのインストール
・ 「Finish」ボタンを押し、インストールを完了します。
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1.1 DIAPIのインストール
・ ライセンスサーバ/SLDサーバの接続情報はXMLとして保存されます。

接続情報を変更する場合は、テキストエディタでXMLを編集します。
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【設定ファイル】
C:¥Program Files (x86)¥SAP¥SAP Business One DI API¥Conf¥b1-local-machine.xml
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1.2
環境変数の設定
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1.2 環境変数の設定
・ システム環境変数PathにDIAPIのパスが追加されていることを確認します。

11

【設定例】
C:¥Program Files (x86)¥SAP¥SAP Business One DI API¥JCO¥LIB¥
C:¥Program Files (x86)¥SAP¥SAP Business One DI API¥DI API 90
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1.3
hostsファイル
の設定
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1.3 hostsファイルの設定
・ hostsファイルにライセンス/SLDサーバのIPアドレス、ホスト名を記載します。
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1.4
SAP B1
リソースの設定
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1.4 SAP B1リソースの設定
・ xpiスタジオのメニュー ＞ プロジェクト ＞ 設定より設定画面を開きます。

・ 左ペインで「リソース」を選択した状態で「追加」ボタンを押し、リソースタイプ「SAP B1 88」の

リソースを作成します。
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1.4 SAP B1リソースの設定
・ 右ペインで詳細を入力します。
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1.4 SAP B1リソースの設定
・ 右ペインで詳細を入力します。
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名 値

サーバ SAP B1サーバのIPアドレスを設定。

カンパニーデータベース カンパニーデータベース名を設定。

ユーザ名 SAP B1ユーザ名を設定。

パスワード 上記ユーザのパスワードを設定。

License Server/SLD Server 認証サーバ（License ServerかSLD Server）を選択。

ライセンス/SLDサーバー 認証サーバの<IPアドレス>:<ポート>を設定。

言語 言語を選択。

DBサーバタイプ MSSQL（およびバージョン）かHANA DBを選択。

Windows認証 Windows認証する（Yes）かしない（No）かを選択。

DBユーザ名 DBユーザ名を設定。

DBパスワード 上記ユーザのパスワードを設定。

DI APIバージョン 使用するDIAPIのバージョン（88.0や90.0など）を設定。省略時はデフォルトの
DIAPIが使用される。
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1.4 SAP B1リソースの設定
・ 「検証」ボタンを押し、検証が通ることを確認します。

18



All Rights Reserved, Copyright(C) Magic Software Japan K.K. 2019All Rights Reserved, Copyright(C) Magic Software Japan K.K. 2019

1.5
SAP B1
サービスの設定
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1.5 SAP B1サービスの設定
・ xpiスタジオのメニュー ＞ プロジェクト ＞ 設定より設定画面を開きます。

・ 左ペインで「サービス」を選択した状態で「追加」ボタンを押し、サービスタイプ「SAP B1 88」の

サービスを作成します。
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1.5 SAP B1サービスの設定
・ 右ペインでポーリング間隔（HH:MM:SS）を設定します。
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1.5 SAP B1サービスの設定
・ 「リソース」ボタンを押し、マルチリソースリストで使用するリソースを選択します。
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1.5 SAP B1サービスの設定
・ 「オブジェクト」ボタンを押し、トレースオブジェクト設定で監視するオブジェクトとオペレーションを

選択します。
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1.5 SAP B1サービスの設定
・ 「デプロイ」ボタンを押すとカンパニーデータベース内にテーブルおよびストアドプロシージャが

作成されます。SAP B1トリガはオブジェクトの状態監視にそれらを使用します。

24

テーブル名 SBOサーバ名_カンパニーデータベース名_magic_xpi_trigger
（旧バージョンのxpiではibolt_trigger）

ストアドプロシージャ名 SBO_SP_PostTransactionNotice
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第2章

トリガの使い方
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2.1
トリガ
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2.1 トリガ
【設定画面の設定例】
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項目 値

サービス定義 プロパティペインで選択したSAP B1サービスの定義情
報が表示されます。

データオブジェクト サービス定義で選択したオブジェクトのみ選択可。

オペレーション サービス定義で選択したオペレーションのみ選択可。

終了アクション トリガ処理終了時、ibolt_triggerテーブルのデータに
対するアクションを選択します。

トリガークエリ保存 トリガによって作成されたクエリを格納する変数を指定。

トリガー情報保存 「XML」を選択し、結果を格納する変数を指定。

「新規」ボタンで行を追加
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第3章

データオブジェクトに

対する操作



All Rights Reserved, Copyright(C) Magic Software Japan K.K. 2019

3 データオブジェクトに対する操作
【データオブジェクト】

・ SAP B1コンポーネントはDI APIを使用して、SAP Business Oneのデータオブジェクトに

対して、クエリ、追加、更新、削除の操作を行うことができます。

・ SAP Business Oneに対して、リクエストXMLを送信し、クエリ実行時のみレスポンスXMLを

受け取ります。

・ クエリ、更新、削除実行時は必ず主キーを指定します。

・ クエリ実行時に、送り元に複数のレコードがある場合、リクエストXML、レスポンスXMLともに

複数レコードとなります。

・ 追加、更新、削除実行時に、送り元に複数のレコードがある場合、リクエストXMLは複数

レコードとなります。
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3.1
クエリ
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3.1 クエリ
【設定画面の設定例】
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項目 値

リソース名 プロパティペインでSAP B1リソースを選択。

オブジェクトタイプ 「データオブジェクト」を選択し、ボタンを押しオブジェクト
リストからオブジェクトを選択。

オペレーション 「クエリ」を選択。

結果保存 「変数」を選択し、結果を格納する変数を指定。
APIから戻されるレスポンスXMLが格納されます。

クエリで取得したXMLのスキーマ情報（XSD）は下記フォルダにあります。
¥ソリューションフォルダ¥プロジェクトフォルダ¥sapb1_88¥SAPB1サーバIPアドレス_カンパニーデータベース名¥オブジェクト名.xsd
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3.1 クエリ
【マッパ画面の設定例】
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ルートノードのプロパティ「変数」は自動的に「C.UserXML」に設定され、
APIに送信するリクエストXMLが格納されます。

フィールド「DocEntry」が
「1」のレコードを検索

ここではフィールドのプロパティ「計算値」に直接、
値を指定していますが、送り元に

DataBaseやFlat Fileを指定し、
送り元から値をマッピングすることも可能です。
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3.2
追加



All Rights Reserved, Copyright(C) Magic Software Japan K.K. 2019

3.2 追加
【設定画面の設定例】
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項目 値

リソース名 プロパティペインでSAP B1リソースを選択。

オブジェクトタイプ 「データオブジェクト」を選択し、ボタンを押しオブジェクト
リストからオブジェクトを選択。

オペレーション 「追加」を選択。

新オブジェクトキー ここで指定した変数に、作成されたオブジェクトのキーが
格納されます。
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3.2 追加
【マッパ画面の設定例】
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ルートノードのプロパティ「変数」は自動的に「C.UserXML」に設定され、
APIに送信するリクエストXMLが格納されます。

ここではフィールドのプロパティ「計算値」に直接、
値を指定していますが、送り元に

DataBaseやFlat Fileを指定し、
送り元から値をマッピングすることも可能です。
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3.3
更新
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3.3 更新
【設定画面の設定例】
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項目 値

リソース名 プロパティペインでSAP B1リソースを選択。

オブジェクトタイプ 「データオブジェクト」を選択し、ボタンを押しオブジェクト
リストからオブジェクトを選択。

オペレーション 「更新」を選択。
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3.3 更新
【マッパ画面の設定例】
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ルートノードのプロパティ「変数」は自動的に「C.UserXML」に設定され、
APIに送信するリクエストXMLが格納されます。

ここではフィールドのプロパティ「計算値」に直接、
値を指定していますが、送り元に

DataBaseやFlat Fileを指定し、
送り元から値をマッピングすることも可能です。

フィールド「DocEntry」が
「1」のレコードを更新



All Rights Reserved, Copyright(C) Magic Software Japan K.K. 2019All Rights Reserved, Copyright(C) Magic Software Japan K.K. 2019

3.4
削除
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3.4 削除
【設定画面の設定例】
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項目 値

リソース名 プロパティペインでSAP B1リソースを選択。

オブジェクトタイプ 「データオブジェクト」を選択し、ボタンを押しオブジェクト
リストからオブジェクトを選択。

オペレーション 「削除」を選択。
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ここではフィールドのプロパティ「計算値」に直接、
値を指定していますが、送り元に

DataBaseやFlat Fileを指定し、
送り元から値をマッピングすることも可能です。

3.4 削除
【マッパ画面の設定例】
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ルートノードのプロパティ「変数」は自動的に「C.UserXML」に設定され、
APIに送信するリクエストXMLが格納されます。

フィールド「DocEntry」が
「1」のレコードを削除


